
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北九州市立河内小学校 学校通信（平成３０年度 №６）      平成３０年１０月 ３日 

河 内 だ よ り  ○か感謝 ○わわかる喜び ○ちチームワークを育てよう 

電話 ６５１－１９８２  文責 校長 佐藤 信行 

  
 
朝夕の冷え込みに、秋の訪れを実感するこの頃です。 
先日は、運動会へのご参加･ご協力をいただき、ありがとう

ございました。子どもたち（12 名）は、自分たちで決めため
あて達成に向けて、休み時間にも練習に励むなど、一生懸命
に取り組みました。さわやかな汗を流すことができました。
自分から進んで取り組むこと、協力することのよさを子ども
たちは実感したことと思います。このがんばりが自信となり、
これからの学校生活に生きてくると思います。 
これから、敬老会、陸上記録会、連合音楽会、河内フェス

ティバル等、大きな行事が続きます。きっと、素晴らしい体
験を重ねて成長を続けていってくれることでしょう。 

 
    行 事 予 定 

 

2(火)ALT 給食交流 河内太鼓 6校時  

3(水)秋季大運動会（台風 24 号接近のた

め 9月 30 日は臨時休校延期） 

消防士さんといっしょ 5校時 4 年  

4(木)河内っ子タイム、放課後ステップアップ、

生活科見学（八幡東母と子の図書館） 

5(金)河内太鼓 5校時、委員会活動 6校時  

7(日)河内地区敬老会児童集合 10 時  

9(火)読み聞かせ、ALT 給食交流 河内太鼓 6校時 

11(木)河内っ子タイム、放課後ステップアップ、

到津の森遠足学習 1，2年 PTA 理事会 

12(金)陸上記録会 5・6年（6 年生壮行会） 

16(火)陸上記録会予備日 ALT 給食交流 

河内太鼓 6校時、読み聞かせ  

17(水)避難訓練（不審者対応訓練） 

18(木) 河内っ子タイム、放課後ステップアップ 

19(金)鍛錬遠足皿倉登山、一万人防犯パトロール 

22(月)校外学習（大蔵病院との交流）4年 

23(火)ALT 給食交流 河内太鼓 6校時  

25(木)河内っ子タイム、放課後ステップアップ 

26(金)クラブ活動 6校時 

26( 土 ) 家 庭 教 育 学 級  閉 級 式 、       

河内地区防犯パトロール 19～ 

29(月)学校開放週間 29 日～11/４日 

30(火)連合音楽会響ホール１３：４０～ 

31(水)こころの劇場 5/6 年ソレイユホール 

11 月の主な行事 
4(日)河内フェスティバル 

27(金)図工県展審査 

 
 

 
 

＜夏休みの作品発表会＞９/６(木) 
夏の間に作成した作品の発表会を行いました。力作ぞろいで

した。親子で考え、取り組んだ様子がうかがえて、ほほえまし
かったです。 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜走り方教室＞9/７ (金) 
一昨年度、昨年度に引き続き子ども達のために、実業団陸上

部（北実会）の下川会長を招いて陸上運動（走り方）について
指導していただきました。 
走り方のコツ（腕のふり、もも上げ、よい姿勢、スタートの

仕方）等々、よい走り方の基礎・基本を懇切丁寧に教えていた
だきました。少人数なので十分に時間をとり具体的に手振り身
振り等、本当にわかりやすく指導していただきました。限られ
た時間でしたが、子ども達の走り方を見ると指導していただい
た事が身に付いたように感じました。 

 
 
 
 
 
＜稲刈り体験＞ 9/１９(水) 
５月に植えた田で、稲刈り体験をしました。天気の関係での

びのびになっていましたが、初めて体験する 1年生や転入生も
みるみる刈り方がうまくなりました。ご協力いただいた中村さ
んに感謝します。 

 

 

 
お知らせ〈連合音楽会、陸上記録会、球技

大会の見直しについて〉 
 北九州市立小学校校長会は、業務改善検
討委員会を立ち上げ、様々な側面での検討
を続けてきました。 
 これまで、連合音楽会は主に 4年生、球
技大会は 5年生、陸上記録会は 6年生と、
高学年を主とする行事です。これらの行事
が児童の育成に果たしてきた役割は大き
く、活躍の場を楽しみにしている児童や保
護者の方も多いかと存じます。しかし、少
子化による学校規模の縮小化、新たな教育
課程の確実な実施など、これらの行事を続
けることが大変難しくなってきました。 
 そこで、 
○連合音楽会、○陸上記録会、○球技大会 
は平成３１年度までの開催とします。 
なお、今後は各学校での独自の取組、近

隣校交流会等を通して、教育効果を上げて
いきたいと考えています。 


